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べる際、その散乱波を部分波に展開したとき、これを重心系からみたエネルギーの 2 乗 s の関数と考
ると、各部分波はユニタリー性にもとずく右側の切断のほかに、更に s の実軸の負の側(左側)にも
切断をもっ O この左側切断を横切る時の振巾の値の飛び高は、散乱粒子聞に働く力の性質に深い関係













高エネルギー領域での大角度散乱については、 Krisch と Orear による実験式を仮定して各々の場合











は近年 1 つの流行となっている。その場合に散乱されるπ 中間子を表わす散乱波をπ のもつ角運動量





場合、即ち大きな s に対する force func. のふるまいはπ と核子とが束縛状態を作り得るかどうかを
判定するためには特に重要である。
中谷君はこのような観点からπ-核子の散乱の実験から得られた知識をもとにしてforce func. の高
エネルギー領域でのふるまいを詳しく調べた。彼はまずπ の散乱波を前方散乱と大角度散乱の 2 つの
場合に分けた。前者については、実験的にわかっている散乱断面積を用いて高エネルギー領域でのforce
func.を積分形式にかき表わすことに成功した。一方後者についてはKrischのあたえた断面積に対する
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